
農業支援課

新規参入支援担当

4052

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B33
農業大学校教育費 農業費 農業大学校費 教育費

農業改良助長法、埼玉県農業大学校条例 宣言項目   

分野施策 040936 農業の担い手育成と生産基盤の強化

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 使用料・手数料 諸 収 入

決定額 △2,555 △891 △1,664 0 34,311

現計額 36,866 8,261 17,938 2,242 8,425

平成29年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

事 業
期 間

昭和48年度～ 根 拠
法 令

　県民の農業及び食料に関する理解を深めるとともに、
農業及び関連産業の担い手を養成する。

（１）教育全般　　　　 　　　△  929千円
（２）養成部の教育　　　　　 △1,626千円

（１）事業内容
　　ア　教育全般　　　　　　　学生募集、寮生活指導員、一般教養の講義など基本的な教育の実施 10,905千円
　　イ　養成部の教育　　　　　養成部の実習や専攻ごとの講義や演習の実施　　　　　　　　　　 25,711千円
　　ウ　進路指導　　　　　　　就職等に必要なネットワーク環境の提供、就活講座の開催など　　　  170千円
　　エ　資格取得支援　　　　　資格取得のための講座開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   80千円

（２）事業計画　　
　　農業大学校の講義、実習等の実践教育を着実に実施し、基本的な技術・知識を身につけさせる。

（３）事業効果
　　　就農者の育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　平成25年度　平成26年度　平成27年度
　　　農業大学校卒業者数　　　　　　　　　　　　　67人　　　　84人　　　　76人 　　　 81人
　　　うち就農者の割合（就職就農を含む）　　　　　63％　　　　64%　　　　 62%　　　　 72%

（４）その他
　　
　　ア　前年との変更点： 必要経費の効率化に伴う需用費（消耗品費、燃料費、修繕費）の削減　　　
　　イ　施設概要
　　　敷地面積　13ha（実習ほ場2.9ha、平地林3.3ha、建物敷地4.5ha）
　　　園芸施設　9,112㎡
　　　借地　　　水田4.0ha、畑0.8ha
　　　共用施設　運転コース、酪農関係施設、植木造園専攻

（５）補正予算の概要
　　　歳入：使用料・手数料（授業料収入）及び諸収入（社会保険料）の減収による減額
　　　歳出：必要額の減少による社会保険料及び事務費の節減による報償費の減額

（１）～（２）（国定額・県）
（３）～（４）（県10/10）

　　普通交付税（単位費用）
　（区分）農業行政費　（細目）農業経営振興費
　（細節）指導普及費
　（積算内容）県農業大学校運営費

　　9,500千円×15.8人＝150,100千円

補正後の
予算額

― 農林部 B33 ―
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